
東日本大震災 被災寺院現状報告 

寺院：福島県第４教区第１１５番常念寺 

住所：福島県相馬郡飯舘村二枚橋町３８ 

 

寺院の被害 
・地震により本堂、庫裡、他の建物が一部損壊した。 

・境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 

・放射能汚染の被害があり、寺院所在地の放射線量は高い。行政の除染は

進んでいない。 

・後継者の問題が心配である。 

・避難先から連絡をいただき、葬儀や法事などの供養を勤めさせていただ

いている。 

檀信徒の現状 

・放射能汚染の影響により、全村避難となっている。転居先が広範囲であ

ったり、転居先が不明であったりして、居住先の把握が困難である。 

・離檀した檀家もある。 

・役員の転居先が不明であり、行政の方に聞いても個人情報保護の観点か

ら、教えてもらえない。そのため、役員の捺印が必要となる書類を整備

することができない。 

地域の現状 ・まだ全然先が見えない。 

復興の状況 

・避難解除になっていないため、寺院復旧の目途は立っていない。 

・放射能被害と経済的な問題により、復旧にどれくらい時間がかかるか分

からない。 

・寺院の合併や解散について、多少は考えている。 

（H26.1.17現在） 

 

 


